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      「 秋田県の学校における震災後の子どもの 

     心の状態についてのアンケートについて」   
        

       秋田県医師会学校保健委員会       

             小泉ひろみ（市立秋田総合病院小児科） 
             根本大輔、水俣健一、大山則昭 
   
          秋田県教育庁保健体育課 
              村上まゆみ  



  『震災後の子どもの心の状態について』のｱﾝｹｰﾄ調査     
 
目的） ①震災後の秋田県の子どもの心の状態を知る 
     ②心の問題の症状に改めて、各学校で留意していただく 
     ③秋田県医師会の「震災後の子どもの心」の相談の窓口 
       が、「精神保健相談事業」の精神科6名であることを 
       各学校へお知らせる 
 
制限） 日本心理臨床学会「心のケアによる二次被害防止ガイド 
         ライン」 
 
対象） 秋田県内の学校すべて：小学校245校、中学校128校、 
     高等学校54校、特別支援学校13校 
     回答は、養護教諭 
 
施行時期） 第1回：平成23年6月、第2回：平成24年3月 
 
 



震災後の秋田県・ 
子どもの心の調査 



  アンケート質問内容     
 
 ①学校種 
 ②全児童生徒数 
 ③被災地より来ている児童生徒数 
 ④急性ストレス障害やＰＴＳＤと思われる症状を呈して 
   いる児童生徒数 
 ⑤医師に相談または受診した数 
 ⑥それ以外の対応方法 
 ⑦（第２回のみ）症状のある児童生徒が、震災前から 
  心理的な問題を持つ場合や不登校であったかどうか 
  
第1回の調査（平成23年6月）：震災直後の様子、3ヵ月後の様子 
第２回の調査（平成２４年３月）：震災１年後の様子 



「症状」の内容について 
     （日本小児精神神経学研究会が配布していたﾘｰﾌﾚｯﾄより）            
   
  １．表情が少なくぼーっとしていることが多い 
 

  ２．口数が減る、話をしなくなったり必要以上におびえている 
 

  ３．少しのことで興奮しやすい、または突然興奮したりパニック 
     状態になる 
 

  ４．話題が急に変わったり、つじつまがあわなかったりし、突然人が 
     変わったようになり、現実にないことを言い出す 
 

  ５．そわそわして落ち着きがなくなり、少しの刺激でも過敏に反応 
     する 
 

  ６．吐き気や腹痛、めまい、息苦しさ、頭痛、頻尿などの身体症状 
     を訴える 
     
  



小学校   240校（245校中98%） 在校50,777人 

中学校   125校（128校中98%）    27,355人 

高等学校  54校（ 56校中96%）    24,714人 

特別支援校 10校（13校中78%）      1,056人 

アンケート調査協力学校 
 

主に養護の先生に回答いただきました。 

小学校   243校（245校中99%） 在校50,733人 

中学校   126校（128校中98%）    28,042人 

高等学校  59校（ 60校中98%）    26,261人 

特別支援校 13校（13校中100%）      1,179人 

第１回 

第２回 



被災地からの児童生徒 

小学校：176人     197人 21人↑ 
中学校：45人       39人  6人↓ 
高等学校：13人      17人  4人↑ 
特別支援校：6人      4人    2人↓ 
合計：240人       257人   17人↑ 

学校数    平成23年６月           平成24年３月 
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震災後まもなくの時点で症状のあった児童生徒 

学校数 
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3ヵ月後の時点で症状のあった児童生徒 

人数 
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被災地よりの方 

それ以外 

人数 

1年後の時点で症状のあった児童生徒 



症状のあった児童生徒の割合 

被災地よりの児童生徒 以前からの秋田在住者 

直後 ３ヵ月後 １年後 直後 ３ヵ月後 １年後 

小学校 3% 0.6% 0 0.06% 0.004% 0.006% 

中学校 5.1% 2.5% 5.1% 0.01% 0.004% 0.004% 

高等学
校 

15.3% 7.6% 5.9% 0.1% 0.004% 0.008% 

特別支
援学校 

0 0 0 0.57% 0 0 



被災地よりの児童生徒で症状のあった割合 
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以前から秋田県在住の児童生徒で症状のあった割合 
％ 



人数 

医師やカウンセラーに相談した人数 
                 （第１回：平成２３年６月） 



震災１年後症状のあった児童生徒への対応 
                 （第２回：平成24年３月） 
 
 
震災１年後、症状のあった９人中 
      医師に相談または受診… 中学生の１人 
 
 
その他の８人 
      小学校…学校の教職員で対応   １人 
            学校の教職員とｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰが対応  ２人 
      中学校…学校の教職員とｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰが対応  ２人 
      高等学校…学校の教職員が対応  １人 
              学校の教職員とｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰが対応 １人 
      記載なし  １人 
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震災前より心理的

問題あり 
なし 

震災１年後、症状のあった児童生徒のうち以前より心理的な問題を 
かかえていた方 
                     人   
  
 被災地よりの方                  以前より秋田在住の方 
 人 
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ニューヨーク貿易センタービル攻撃（2001.9.11） 
       PTSD症状のあった例 
 
直接の被害者、救助にあたった人    
 
                        TVなどの間接的トラウマ 
                           のみの一般の人 
                           



思春期以下の場合に間接的なトラウマの暴露でのＰＴＳＤ 
    うつ、自殺念慮 （2008年中国四川省大地震） 
 

関係した因子 
  ・地震前からメンタルに大きな問題を持っていた 
  ・休校になっていないのに欠席した 
  ・被災地を訪れた 
  ・地震のニュースを見て3回以上泣いた 
  ・怖い内容の地震のニュースをしばしば見た 
  ・地震前に体罰を体験していた 
  ・地震前に肉親の死を経験していた 
  ・両親が被災地を訪れた 

 

保護的に働いた因子 
  ・社会的なサポート 
  ・教師よりの与えられた安全の感覚 
  ・仲間からの支え合いの感覚 
  ・地震後の1週間に両親と一緒にいた 
  ・心にひびく内容のニュースをしばしば見た 
  ・勇気づけられる内容のニュースをしばしば見た 
 
 

 

 



間接的なトラウマ 
 
もともと秋田に在住 
 
もともとの「傷つきやすさ」 
震災前の精神的状態が関与 

直接的なトラウマ 
 
被災地よりの児童生徒 
 
PTSDが増えてくる時期？ 
より重い症例が出てくる？ 
 

専門的な診察が必要な時期になってきている 
 
秋田県精神保健相談医（6名）をもっと活用してもらう 

さらに、不登校の状態であり、ｱﾝｹｰの対象にもなっていなかった子
供たちってとても危ない状態ではなかったのか？⇒どうするか？ 





   ま と め 
 
１．震災後の秋田県の児童生徒の心に関するアンケート 
  をおこなった。 
 
２．被災地よりの児童生徒では、震災以前から秋田に住ん 
  でいる者より高い率でＰＴＳD様の症状をおこし、震災 
  3ヵ月後には、小中学校、高校で減少したが、1年後に   
  は中学生で増加した。 
 
３．以前からの秋田在住者でも、割合はすくないものの、 
  症状を呈した児童生徒がおり、その中に震災以前から 
  心理的な問題をかかえていた者が含まれていた。 
 
４．専門的に対応していく必要がある時期に入っていると 
  考えている。 


